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研究成果の概要： 
 レビー小体型認知症（DLB）では、幻視や視覚認知障害などの特徴的な症状がみられるが、

こうした症状の病理学的背景は明らかではなかった。今回の研究では DLB の剖検脳の免疫組

織化学を用いた検討を行った。今回の研究によって、DLB では、脳血管障害の有無によって初

発症状に違いが認められること、また島皮質や傍内嗅皮質に多数の病変が認められこれらの病

変から視覚野に至る経路の障害が幻視や視覚認知障害に関与していることが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
 レビー小体型認知症は、変性性認知症の中
でアルツハイマー型認知症に次いで頻度が
高く、現在最も注目されている認知症の一つ
である。DLB の臨床症状の特徴は、進行性の
認知障害、パーキンソニズム、幻視、視覚認
知障害なのであるが、それぞれの症状の原因
となる病理学的背景は十分に解明されてい
なかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、臨床記録の調査と剖検脳の病
理学的評価によって、DLB のさまざまな臨床

症状の原因となっている病理学的背景を明
らかにすることである。さらに臨床症状発現
に関与する神経細胞変性のメカニズムを、免
疫組織学的手法を用いて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 多数例での検討を行うために、横浜市立大
学医学部精神医学教室に保存の剖検脳に加
えて、倫理委員会で承認の得られた関連施設
の剖検脳を対象とした。臨床記録の調査とし
て、DLB の特徴的な症状である進行性の認知
症障害、パーキンソニズム、幻視、視覚認知
障害などの出現時期、出現期間、重症度等を



調べた。次いで、剖検脳から薄切切片を作成
し、一般・特殊染色によって病理学的診断、
併存病変の確認を行った。さらにα-シヌクレ
イン免疫染色、タウ免疫染色、アミロイド免
疫染色によって、レビー小体、神経原線維変
化、老人斑の分布と密度を調べた。 
 
４．研究成果 
（１）DLB の脳血管障害と臨床症状の関連に
ついて 
 DLB とアルツハイマー型認知症（AD）と
の比較を行ったが、DLB と AD で顕微鏡的な
梗塞巣の頻度や程度に違いはみられなかっ
たが、肉眼的な出血は DLB でより高い頻度
で認められた。これは DLB では、パーキン
ソニズムによって転倒が多いためと考えら
れた。 
 DLB 症例において、脳血管障害と症状との
関連を調べた結果、血管障害のない DLB で
は初発症状が記憶障害であることが多いの
に対して、血管障害を有する DLB ではパー
キンソニズムを初発症状とすることが多か
った。DLB のパーキンソニズムの責任病巣は
黒質であることがよく知られるが、初発症状
としてのパーキンソニズムについては、特に
基底核の血管病変の影響が大きいものと考
えられた。 
（２）DLB のα-シヌクレイン病変と幻視・
視覚認知障害の関連について 
 DLB の島皮質には、レビー小体とレビー関
連神経突起が多数認められた。また、側頭葉
皮質や扁頭体、BA17・18・19 といった視覚
野にもレビー病変が認められた。これらの病
変を判定量的に評価し相関を調べたところ、
島皮質のレビー病変と視覚野のレビー病変
に強い相関が認められた。 
 DLB の幻視や視覚認知障害の責任病巣は
視覚野にある可能性が指摘されているが、こ
の視覚野のレビー病変は辺縁系の一部であ
る島皮質の病変と関連があることが示され
た。すなわち、黒質や扁頭体から始まる DLB
のレビー病変は島皮質の病変を介して視覚
野の変性をもたらし、幻視や視覚認知障害の
原因となっている可能性が考えられた。 
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